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A Case Study of Reading Processes 
Observed in Late Intermediate Japanese Learners 
from Non-Kanji Countries: analysis from the relation 
between Kanji comprehension and text comprehension 
KONDO Yukiko 
[Abstract] How does the level of comprehension of Kanji influence the level of 
comprehension of the text? From this question， 1 researched the reading processes 
of late intermediate learners from non-Kanji countries. Where learners' level of text 
comprehension was high， 1 analyzed cases in which the level of Kanji comprehension 
was and was not high. The results showed that the former group generally used 
bottom-up strategies， the latter group mainly used top-down strategies. Some sugges-
tions were seen in the analysis to promote text comprehension. 
(Keywords] reading processes， Kanji/text comprehension， 
bottom-up/top-down strategies 
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旧日本語能力試験 l級程度 30% 
!日日本語能力試験2級程度 40% 


































特徴が見られる調査協力者 9 名(図 2 の A~ l)を抽出し、この 9 名に本調査への協力を依
頼した(図 I③)。属性は次の通りである。
母百苦:フランス3岩2名、ロシア:苦2名、タイ3否2名、クメール3否i名、
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下、 A"-'Dの事例を分析し、考察する。 A"-'Dの属性は表 2の通りである。
表 2 分析対象事例となる調査協力者の属性
調査協力者 母語 性別 年齢
A ロシア語 女性 20歳代
B ロシア語- 女性 20歳代
C ハンガリ一語 男性 20歳代
D タイ語 男性 20歳代
6. 3. 2 対象事停IJの分析結果
表3のように、分析の観点を(1)テキスト全体の理解、 (2)読解過程、 (3)読解ストラテジー





( i ) 漢(意字味理の解わのか程り度づらい漢字使用語、母一 FUI後の報告
( 1) テキスト全体の 読めない漢字使用語) FUI後の音読
理解 逐語表象レ(表(例的、 リコール







(3) 読解ストラテジー (vi)漢字使用語、テキストを理解するための アンケート、 FUIストラテジー
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(1) テキスト全体の理解
表 3のリソースの通り、逐語表象、 リコールプロトコル、 FUIから分析する。数値とし
て出た結果は表 4、逐語表象記入の結果は表 5の通りである。





( i )漢字理解の程度 ( i i )テキスト3型Wf:の干呈度
調協査者力
ア ①読めな ②意味がわ ④再生IU数 l)の割合 ⑤誤再生のキ い漢字使 かりづらい ③逐語表象の数 数。(11司)
ス 用語数の と報告され (@) (括弧内は
E口~IJぷ口，1) た漢字使用 付言弧内は形態) 全体 MI SI 誤りが見ら語数の割合!)(%) 
(%) (%) (%) (%) れた部分)
A 12.8 。 29 (単語のみ) 40.0 66.7 20.0 2 (S I) 
a 
C 37.2 11.1 1O(単語のみ) 31.1 10.0 25.0 2 (S I) 
B 8.9 5.1 9 (単語のみ) 32.4 35.7 30.0 1 (IU以タり
r一一一ー一一一一 b 










C 体長、 4センチ、前後、後ろ、足、しゅうだん、へんか、とぶ、 ll~ 、 くさり
B 海水卵子育て雄食べてしまう 成長する 見える 産む残せる
一
オオスジーシーチはタイの一種で、全長約10センチ魚である。このsi¥は7年ほど生きるこ
とができる。 5月から 8月までめすは i万個以上の卵で、塊を数li産む。そして、雄(おす)
は塊を口に入れて、子育てる なぜなら、他の魚などに;塊を食べられる心配はないためで




























する。 (ii)読みの経過、 (iv)漢字を注視した時間、 (v)視線移動方向頻度について、数値
として出た結果は表 6の通りである。(vi)停留点軌跡については、 l回目の読みのデータ
表 6 読解過程に関する分析結果
(ii)読みの経過 (iv)漢字を注視 ( v )視線移動方向頻度
調査協力者
ア した時間
キ 三口一士JL 漢字を注視した時 視線の移動方向頻度 2)ス ん 読んだ時間 間の読んだ時間に
ト fご (秒) 対する割(%合)l) 左方向 右方向 左方向と右(%方)向の数回 (%) (% 合計
A 2 270 28.9 29.4 66.9 96.3 
ト一一一一一 a 
C 2 380 80.0 30.0 62.0 92.0 
B 2 158 25.9 15.5 81.0 96.5 
b 































































































































































































































意味が約7分の l、 場合があった。 ③コンテントスキーマを活性化さ
わからながっ;た。 ⑤lほとんど左右方向に現議移動を| せた。
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